





































 このような試みによって、第 2 章では、タコ漁が村落の主要な産業となっている瀬戸内







 そして、終章である第 6 章では、本論で取り上げたそれぞれの地域社会におけるタコ漁
の事例から個人間の「平等」と個人の「自由」のバランスのあり方を見出そうと試みた。
また、それぞれの地域社会におけるタコのもつ社会・経済的価値の違いによって、その漁
場利用にはどのような差異と共通点が生じるのかについても分析を試みた。 
このように本論では、限られた海域、時には海底にあるたった 1 つの穴という小さな場
を通して人々が生きる「日常世界」をみてきた。その「日常世界」では、この小さな場を
どのように利用するかということがさまざまな形で模索されてきた。そして、それぞれの
失敗の歴史や失敗へむかいつつある現状をみてきた。本論では、個人のなかに映る社会や
全体を捉えるなかから、持続可能な資源利用や「自由」や「平等」のバランスの模索につ
いての失敗や実践を捉えようと試みてきた。それによって「虚構」を含み、思いまどいや
あれかこれかと考える振れをもったさまざまな個人の、さまざまな希望を含みこんだ失敗
や実践のなかから、新たな可能性を見出そうとした。 
